

















































Elder abuse by their sons
大 島 康 雄
キーワード：高齢者虐待、息子、高齢者虐待対応
表１ 同居の有無
虐待者と同居 虐待者と別居 その他 不 明 合 計
件数 10,585 1,402 259 323 12,569
平成18年
％ 84.2 11.1 2.1 2.6 100
件数 11,375 1,547 228 123 13,273
平成19年





































































夫 妻 息子 娘 嫁 婿 兄弟・姉妹 孫 その他 不 明 合 計
人数 2,052 715 5,390 2,025 1,503 348 279 625 672 374 13,983平成
18年 ％ 14.7 5.1 38.5 14.5 10.7 2.5 2 4.5 4.8 2.7 100
人数 2,338 728 5,994 2,212 1,456 332 271 661 688 96 14,776平成






































































































支援経過 地域包括支援センター 市町村 担当ケアマネ
通報・届出 担当ケアマネから相談 地域包括支援センターから連絡をうける 包括に相談
情報収集 担当ケアマネから情報収集 住民基本台帳から情報収集 各事業所から情報収集
事実確認 同行訪問し、事実確認 包括から報告 包括と同行訪問
ケース会議 息子への支援 地域包括支援センターの支援 母への支援






































































































































































































支援経過 地域包括支援センター 市町村 居宅介護支援事業所
通報・届出 住宅改修、市町村に通報 地域包括支援センターから連絡をうける 包括から紹介
情報収集 被虐待者から情報収集 住民基本台帳から情報収集
事実確認 客観的な事実は未確認 包括から報告 客観的な事実は未確認
ケース会議 息子への支援 地域包括支援センターの支援 夫婦への支援



































































































































ケース会議 息子への支援 地域包括支援センターの支援 夫婦への支援






































































































































































































































































































































件数 ％ 件数 ％
被虐待高齢者の保護と虐待者からの分離を行った事例 4,471 35.6 4,939 35.5
被虐待高齢者と虐待者を分離していない事例 7,536 60 7,780 55.9
対応について検討、調整中の事例 594 4.7 612 4.4
合 計 12,601 － 13,331 －
（出所：厚生労働省 老健局計画課 認知症・虐待防止対策推進室）
139息子による高齢者家庭内虐待に関する一考察
な関わりをしていくことが求められてくる。
地域住民の見守りネットワークなどを活用し
て、即応できるような体制を整えておくこと
も重要である。以上のように、息子による家
庭内虐待を、「同居している息子」、「経済的課
題」、「親子関係」の視点から課題を整理した。
それぞれの課題に対して解決策を提起した
が、いずれも現行の制度では対応できるもの
ではない。実際に虐待対応をする職員のスキ
ルアップや制度の充実、地域福祉の向上など
様々な課題が残されており、市町村や地域包
括支援センターの活動にも期待される。高齢
者虐待は非常に深刻な問題であり、早急な対
応が望まれる。
注
⑴ 平成15年度に在宅介護サービス事業所と市町
村を対象に医療経済研究機構が行った調査であ
る。この調査では、介護負担から虐待に至る傾
向が多いことがわかった。
⑵ 高齢者処遇研究で行った、「高齢者の福祉施設に
おける人間関係の調整に係わる総合的研究―我
が国の高齢者虐待の実態に関する基礎的研究」
（1993）では、虐待者の続柄は、嫁27.5％、息子
18.1％、配偶者14.8％娘9.9％、その他である。
医療経済研究機構で行った、「家庭内における高
齢者虐待に関する調査」（2003）では、息子
32.1％、嫁22.9％、配偶者17.8％、娘10.7％、
その他である。本論の平成18年度、19年度の調
査からも、近年息子による虐待は増加傾向にあ
ることがわかる。
⑶ 高齢者虐待の発生要因は、介護知識や介護技術、
介護意識の欠如、認知症や精神疾患、病気など
による負担、心身機能の低下を受容できない、
性格、介護負担、共依存関係、親子関係の悪化、
経済的な要因、社会的な孤立などが挙がってい
る。その中でも息子による高齢者家庭内虐待で
は、介護負担や親子関係、経済的な要因などが
発生要因として言われている。
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